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環境で世界をリードする。
地球環境への強い意識力ヽ 先駆ける技術の原動力で先

1937年 1術jム機の製造からスタートした昭和1 行ヽ機工業は うと在

では■l内唯一のハニカム結合メーカーとして確いたるlL位を栄い

ていま丸 そして近年 地球環境へのないロー1題意識を地えその保世

七目的に開発したのが〕トガス汁化丹コ触峡Ⅲl体fi

長年の夕ヽニカム事業で啓積された技術力。それをiけ刊【く
｀
〕トガス

“化判rH媒也体
｀
SBH″は その構造信頼口:から高い討:ljを発t十

ていま丸 4愉車用て持つた様々なベース4_価 そしてそこカ

ら発Itさせる徹底したR&Dに よ'lllネ'■度

耐価 撃]よ度にこれまで以 上の高水キ年を追

求。その結品が1990年 今世界に先じEけ

て,H7とした2輸 ■IH,トガス浄化H寸加lt

i性体の完成でした。すでに数多くの生産

実なをあげる現すでは 技術 品質 仰F脩の

3点においてヽにツーダーシップをとり抗け お客

さまに精るぎない信頼を確立していまi

性能がシビアこ要求される

航空宇1,分野力らすべての輸送

用機|十分lrlそして廷初分野まで1こギL

まt‐に丁力出すた夕くの領なf革 下よ"F

椿され統tナてきた投

術力。さらにまた 強力に展開するR&Dで の安全

性や而1久1生への妥llLなき株究心。そして何よう白

ll車メーカー各社、拘よ燥円違各社の」illthⅢな協

ブJ支 援力ヽ よう確実、よう効キ的な,トガスilH化1村

触llRⅢl体hT生の原311カとなつてきました。

環境f世 界をツードする。技術
~lし
球を守ろうとする。

｀
SBH″こは ltや力'な地球環境をlL持しようとする

私たちの違いヽ

意志が貫かれ

ていまi



世界品質のポテンシツ比
Showa Brazttng Honeycomb

セラミックようも熱疲労強度、熱伝与率で優る素材 それがステンレスでi昭 和飛行機工業のくSDH〉は 耐高nF l睦

化特性を主限として開発されたフェライトネステンレス合金によって独自の創造的なハニカムヨア ス`タ`イラル構造
″

を構築。こ11によって低‖時からの浄化能力を高め かつ高出力をキ
ープする高次元の整材t機能を控得していま丸

またこうした素材13構 造的な特性は、最大の特長である破壊強度にも紫がります。ステンレス特有の而|夕、性はもち

ろん、比表山F積が大きいためtラミックfH体に対して小型化が可能です。さらに回期的な液相拡散接合によって牛

にtラミック索材が成し得なかつた1000で超える熱を克Hに。この素悔 い 而1久性能は、今も走う続ける4中命 自動21甫

車への搭載実績が証明していま汽 直付け加工という価易性 低価格のコスト性など、性能面以外にもメリットの多い

(SBH〉。高品質 高性能のみに満足することなくくSBH〉はきわめて高いえ用性の獲得にも成功しているので■

1罵
熙醸
技術カド支える耐久力。熱に強いくSBH)

排ガス“化用倣媒担体において最大のポイントとなるのが耐熱性能。特に2

輪車用担体では、その温度が投氏1000℃以上まf卜 現するため 木体のマ

シン同様 数万kDもの障ltに耐えられる耐久性 耐ネ性が要求されまi
｀
SBH″はpll伝導性のよいフェライトネステンレスをメイン索材に ニッケル基

ろう1イを真年雰囲気r‐認、処理することでそれを完全に寛丹Rしていま汽 14白

の同期的な液相拡散接合技術からもっとも破損しやすいFL手|「分に母材並

みの強度を持たせ ヒビ割れやひすみ有Ⅲれよ っヽたbFt損のLr念を解消。また

すべてを耐熱合金によって成形するため これまでにない耐rll耐位性を実

18Lしていまれ

そして
｀
SBH″のもうひとつの特長が 熱応力の分散性にすぐれた ス`パイラ

ル状
″
のフヽ‐カム構造。この独自の形状は、様々なシミュレ

ーション データ

分析等によって熱膨張による変形を最小限に止め 熱応力をスム
ーズに分

者tさせる理想的構造の追求結果。幾多の厳しt 実ヽ手走行来欧によって そ

のすくヾれたとFtは実証済であ

熱膨張による変形は最小限。

応力をスムーズに分散する緩和機構であ

●担体の加熱冷却時における変形と応力緩和機構の比較

。)じ )渡 平板箔構造の変形前 変形後

C)a)波 平板箔二重18造の変形前 変形後

徹底したシミュレーションテストから最良のハニ

カム構造をデザイニング。

整流性能 熱分布 さらに諸条件の解析により最適な担体構

造をコンピュータ シミュレーション.そのデザイエングから最大

の1と有ヒを引さ出しま丸

0)

0)



圏セル形状・セルピッチなどの設定は選択可能。

触媒の浄化性能・エンジン排気量等の使用条件に

よって、的確なハニカムが装着できます。

ロマフラー内部に直取付けが可能な低コストタイプ。

装着工程の簡略化にも効果的です。

割 と
高性能、しかも小型化対応。

有害ガスを徹底浄化する(SBH)
｀
S13H″よその而lnl呼11はもちらん i■【と|1市ヒの■において`1に1そのとラミ

ツクl lJをはる'に t■える,どイ111を′」Rしま111すレ|まこ″tまてイ「=hい"な力i・,

たエンテレll i町をや|【辻′とわ口十の〕トイスiⅢ Iヒも S`1311■=ステンレス|'

行のⅢちtl“|!iⅢ十:うち拘〕叫)(応iliとにすビや(iけと。イi■,ス"待(氏

+1化を1としまヽ■またtラミンタと1レミて“:|lfきるよ拘Fは''fくJI'i'スと

のJたはⅢ付:)'夕(=tため tラミンタと卜J十のiちifヒIJ:市とをキーフ■たままⅢ

IIし,」ヽlⅢ fヒカ'中市ヒ.lii 々カリフ|ルニアを|よじめ11 F々 しくなっていくJIカ

ストと|"1に ドS●H″など夕小!tJ FilL市して |,メこ夕JL芯てまま|■

高出力系旨声窪発嘉負暑鞘
こキ~プする。

ニヽカど、ヨアを|‖成するtル Wiの十1きは tラミンクの1'2～113.よってい門

十[ちi rlく|に力,!ik↓)少ないコ!tt内ケなl iitittjとをjと||していま|■とちに

やフラー内‖へのFtlRり1」■力;“r市ヒなため セラミンクのようないと洵!|オは

まったくイ(要.,ど,i lTIし,F“‖||ヒ llコスト|ヒを,tⅢせしな力iらをしてここても

ll力Ⅲl)tの4コⅢⅢl十二】i市にしていま|.山 iⅢ「 ド〕Ⅲ2Ⅲ市叫十のイ(■はⅢⅢようも
｀
,Lる
'ttうことⅢ口、たちの空古|「づくうは ますその;よ泄"ら‖,Stまiイri

ガスをMIたにf十1ヒしながすサし"与ヤンシ本水のボワーをもけま|'そうと十る

!、たち↓)一riしたf f々l U社!力iここにありま
~i

田製造工程

セラミック担体

壁厚(mn未 コーティンク) 0 15本や0 2

セル密度 (cp“)

閉口=(%未 コーテイング)

斐何学的表面積(mル )

輸理データ

純伝導度(W/mK)

メタリレlB44       セ ラミック担体

4～2 2    1    1～ 0 8

熱容量(kJ/kE K) 0 5 1 05

かさ密度(g/.n) 053(200セ ル) 045(200セ ル)

熱膨張率(△L/L 05/K) 15 |

瞬問耐熱温度(C) 1500 1200



SBHへ のお問い合わせはファクシミリで。

SBHに 関するお聞い合わせは、ファクシミリでも受け付けてt まヽ坑

以下の必要事項をご記入の上、下記までご送付ください。受BL次第、ご連絡申し上げまえ

またTELで も承つておりますので、当営業部までお気軽にお問い合わせください。

●貴社の希望数値をそれぞれ(

■Ce‖サイズ

)内にご記入ください。

畿 宜 十     月 個

会社名 |                    |ご 仁所

ご担当 所  属

T E L ( )       F A X ( )

う 昭和飛行機工業株式会社
本社営業部 〒 160東京都新宿区西新宿11312(函 新宿昭和ビル6階)

「EL 03-3347-0603  1AX 03-3347-0617

工   場  〒 196東京都昭島市田中町600

TEL 0425-41-2118rt,  FAX 0425-43-6887

ご用命は

oさo3Dk口 olo40500


